近代家族と再生産に関する考察 : 私領域の弱体性と公領域の肥大化をめぐって by 倉重 加代
鹿児島女子短期大学紀要





























































































































を感じたりヲ 色人で人間にはなれないことを改めて感じました。 [36歳， τf成3年， 7年出産]
C …<前略>…出産，子育てにより，人生観が変わり，又，社会的に弱い立場の人の気持ちも少



























と思うのですが…。…<以下略>… [31歳，平成3年， 5:If三， 6年出産]
女性が家事・育児に専念するという，近代家族の理念を実現していながら，逸脱や疎外を感じるとは
皮肉な現象である。 しかし 既に述べてきたように，共同体や親族などの支援もなく，公的福祉のみを







































1868 i 明治元 | 産婆取締に関し布告，産婆の売薬世話，堕胎を禁止
1874 I 7 I 1.災前j規則中に産婆の免許制度を規定，
従来から産婆を営業していたものは仮免許で営業可
1880 13 1 無免許で産婆業をなしたる者，医師の指揮なくして産科器機を
使用した者は罰するとの布JF子
1899 ! 32 I勅令第345号をもって単独の法規として産婆規則公布これまで
産婆の取締，法制は地方庁に委ねられていたのが会図的に統一
内務省令をもって産婆試験規則および産婆名簿登録規則公布
1910 I 43 I 産婆規則改正，内務大臣の指定した学校，講習所の卒業生は
無試験で産婆受録ができるようになる
1917 1 大正 6 I 産婆規則改正，外国の学校卒業者，外国で産婆免許を得た者に
無試験免許が与えられる



























































































7 )筆者が1990年10月， 18歳以上の男女に実施したもの。質問は(a) i医者にかかる以上，妊婦は患者であり， し
たがって正常分娩でも出産は医療の中に含まれるJ，(b) i出産は人間の自然な営みである。したがって正常分
娩は医療とは別である」の2文を用意しどちらにより近い考えをもっているかをたずねた。結呆は(a) 32.7 
%，やや(a) 32.0%，やや (b)18.9%， (b) 14.1%であった。
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